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私は、2016 年から 2017 年にかけて、エジプ

トの新しい学校建設をお手伝いするために３

度カイロを訪れましたが、その際、歴史的カイ

ロをずいぶん歩き回りました。そして、2017年

の夏に、アラー先生が主催する、日本とエジプ

トの学生たちとスーク・シラーフの未来につい

て議論するワークショップに参加する機会を

得ました。そのワークショップの概要とその時

に考えたことをお話ししたいと思います。 

 

 

ワークショップは 8 月 17 日～21日、5日間に

わたって行われたのですが、ファシリテーター

として日本大学から広田先生、山岸先生も参加

しました。参加者は、それぞれ数人の６つのグル

ープに編成され、それぞれスーク・シラーフを歩

き回って、具体的に提案する場所を選定しまし

た。 

 

 

 

ワークショップの開始に当たっては、アラー

先生から、バイト・ヤカンの改修、再生につい

て、また、歴史的カイロの現状についてのレク

チャーが行われました。 

 

 

 

 

 

 

また、ハンマーム・ベシュタクなどスーク・シ

ラーフにある歴史的建築物については深見先生

からレクチャーが行われました。 

  



  

そして、歴史的遺産について、その現状を見

学するエクスカーションが行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各グループは、それぞれ地区を歩いて、ター

ゲット地区を選びましたが、最も広範囲に El 

Darb El Ahmir 全体の歴史的建造物など分布を

もとに歩き回ったのは Group6 でした。 

 

 

 

 

 

 

 

Group６は、そして、スーク・シラーフから６

つの場所について、さらに詳細に検討を加えま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、その 6カ所について、それぞれ場所の

強み、弱点、推奨、問題点、提案をまとめてい

ます。 

  



 

Group１は、バイトヤカン近くの交差点、五差

路に注目しました。具体的には、ここに小さな

公園を設けたらどうか、という提案です。また、

通りにパーゴラのような日陰をつくる覆いを設

けて、歩行者の便宜を図ろうという提案です。 

 

 

 

 

 

 

Group1 が提起したのは、要するに、地区内

の交通（トゥクトゥク）の問題です。 公園を

作るためには、歩行者の分離を実現する必要が

あります。 また、時間による交通制限が必要

です。 これは、交通計画が必要になります。

日本の「歩行者天国」のように、時間を限っ

て、例えば、土曜日曜は歩行者優先にすること

も考えられます。 

 

 

 

 

Group2 は、Sabil Kuttab に注目しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

スーク・シラーフには、４つの Sabil 

Kuttab がありますが、それぞれ、転用する提

案が行われます。 

  



 

例えば、Ice Cream Café にする提案です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小さな博物館、地区情報センターに転用したら

どうか、という提案です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館、セニナー、集会スペースに転用にす

る提案です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Group3 ハンマームを現代化しようという提案

です。日本では、スーパー・セントーSuper Spa

といって、入浴施設に様々な機能を付け加えて

人気を集めています。アラー先生が日本に来ら

れた時には、日本の銭湯も衰退してきたけれど、

新しいスーパー・セントーが出現していること

を紹介しました。 

  



 

Group3 は、レストランを併設することを提案

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、ジムや様々なスペースを付加できるの

ではないか、と提案しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Group４は、スーク・シラーフの南エントラン

スの東に位置する街区を対象地区に選定してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

かなりの高層建築が密集する地区で、日照の問

題、ごみの問題など様々な問題が指摘されます。

夜間の街灯の設置など、細かい提案がなされま

す。 

  



 

Group5 は、20 世紀前半に建設された集合住

宅街区を対象地区に選定しました。歴史的カイ

ロにおいて、新たに建設されてきた現代建築の

将来をどう考えるかも大きなテーマである。 

 

 

 

 

 

 

 

Group5 は、パッシブ技術を基本とする、可能

な限り再生エネルギーを用いるエコーハウスを

提案します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Group5 は、また、地区の工芸産業に着目し、

家具のギャラリーなどを提案します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Group6 は、最終的には一カ所を選んでモニュ

メントを設置する提案を行いました。 

  



ワークショップは参加した学生たちにとって

も大変刺激的な経験だったようです。一人の学

生は上のような感想 

（このワークショップで感じたのは、カイロの

歴史の深さです。 カイロの歴史を建築で守るこ

とは非常に難しいと感じましたが、立派でした。 

この地域に住むすべての人がこの問題について

考えてくれることを願っています。 そのために

は、ワークショップを継続してワクワクするこ

とが非常に重要だと思います。 子供たちが将来

のカイロについて考えてくれることを願ってい

ます。）を述べています。 

 

最も重要なことは、地区住民、行政当局、ユ

ネスコなどのさまざまな利害関係者が日常的に

地区の将来について話し合うことができる、持

続可能な場所やコミュニティ開発センターなど

の組織をどのように作成するかです。 

 いくつかの基本指針をあげると以下のように

なります。 

(1) コミュニティ主体の計画 

(2) 参加による合意形成 

(３) 小規模プロジェクト 

(４) 段階的アプローチ 

(５) 地区の多様性の維持 

(６) 都市景観の再生 

(７) コミュニティ・アーキテクトの採用 

 

 

 

 

 


